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4 (246) 官 99巻質3号
ひとつの変化はいつもきまって，その体系のなかに，大体において最初の変化
と反対の方向に動く変化の形態における反作用をひき起すということである。







































































































































































































































































































ると説いてきたプノレジ=ア貿易理論は， ミュノレダー ノレにとっては， きわめて不
満足なものであるといわねばならぬ。
古典派四論は，諸国聞の労働や資本の移動は，生産要素価格の.じたがって















































































































ミュルダ ルの低開尭国経済学批判 (261) 19 
でもまたミュノレターノレには経済学の論埋が欠けているのである。投資率の拡大
については当然消費をこえて投資にあてられる余剰の問題がでてくるし，これ
は農地改羊にも関連してくる。どのような形で余剰を拡大するかは，これまで
低開発国開発論のもっとも重要な問題めひとつであった。そしてこれはどのよ
うな性格の農地改草をおこなうかに大きく依存する。低開発国の多〈は，農村
人口が総人口の 70-800/0を占める農業同だからである。 投資効率の問題につ
いては，これもこれまでの低開発国経済学がL、ろいろ論じてきたように，重工
業優先か軽工業優先かの問題が決定的に重要である。
いうまでもなく農地改革や投資配分の問題は，国家の性格に大きく依存する。
モーリス・ドップがさまざまな著書で明らかにしているようにこの場合，その
国家が資本主義国か社会主義国かの制度的な問題が登場する。それはミ品ノレダ
ーノレのいうように，単に「市場諸力の関Jき」を促進するか，あるいは制限する
かというような甘い問題ではない。
